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１．はじめに 

 湿熱ストレスや光照射ストレスは太陽電池モジュールの信頼性を損ねる要因として知られてい

る［1］。これらに関し各機関にて活発な研究が行われており、湿熱（DH）試験による出力低下には、

EVA 封止材から発生する酢酸が影響することや［2］、バックシート（BS）の水蒸気透過率や酢酸透過

率によって出力低下速度が大きく異なることが報告されている［3］。また、太陽電池モジュールへ光照

射を実施した後に湿熱試験を実施する複合試験においては、湿熱試験単独の場合より出力低下の発生

が速いという報告がある［4］。一方で、上記複合試験における太陽電池モジュールの出力低下に関し、

BSの水蒸気透過率が与える影響は明らかになっていない。 

 本研究では水蒸気透過率の異なる BS を用いて１セルモジュールを作製し、ランプ光源を用い

た光照射試験と DH 試験による複合試験時の劣化挙動を評価し、光照射が太陽電池モジュールの

湿熱劣化に与える影響について検証した。 

２．実験方法 

 水蒸気透過率の異なる BS と EVA 封止材を用いて 1 セル

モジュールを作製し、キセノンランプによる光照射試験（1.5 

Sun、1500 hまたは 2000 h）を行い、続けて DH 試験（85℃

85%RH）を実施し、発電特性を評価した。使用した BS の

種類と水蒸気透過率を Table 1 に示す。 

３．実験結果および考察 

 DH試験単独、複合試験①（光照射 1500 h＋DH試験）、複合試験②（光照射 2000 h＋DH試験）に

おける最大出力（Pmax）の推移を Figs. 1～3に示す。DH試験単独の場合、Pmax低下が始まるタイミ

ングは BS の水蒸気透過率によって異なるが、複合試験①、②の場合では Pmax 低下が始まるタイミ

ングはBSの水蒸気透過率によらず同一となる結果であった。また、光照射時間を 1500 hから 2000 h

へと延長することにより、Pmax低下が発生した後の低下速度もBSの水蒸気透過率によらず概ね同一

となる傾向が見られた。劣化メカニズムに関する実験や詳細な考察は講演会にて報告する。 

 

 

 

 

 

 

４．結論 

 水蒸気透過率の異なる BS と EVA 封止材を用いた１セルモジュールを作製し、複合試験を実施

した。湿熱試験単独と複合試験とでは Pmaxの低下挙動が異なり、BSの水蒸気透過率が与える影

響も異なることから、両試験では劣化メカニズムが異なると考えられる。 
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Table 1. 使用した BSと水蒸気透過率 
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